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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開扉位置と閉扉位置との間を運動可能で、前記開扉位置のとき壁開口部を少なくとも部
分的に開放しかつ前記壁開口部の上部に多層巻取体を形成し、また前記閉扉位置のとき前
記壁開口部を少なくとも部分的に閉鎖するドアリーフ(10)と、前記閉扉位置のとき少なく
とも一部で重力方向に延びるドアリーフ(10)側縁部の領域内に配置され、かつ前記ドアリ
ーフに固着されてドアリーフ運動を案内するヒンジ装置(20、30)とを有し、前記ヒンジ装
置のそれぞれが、前記ドアリーフ(10)側縁部に対して垂直にかつドアリーフ平面に対して
略平行に延びるヒンジ軸に関して互いにヒンジ結合される多数のヒンジ部材(26、36)を有
し、
　前記ドアリーフ(10)は少なくとも一部が可撓性材料で形成されており、前記可撓性材料
が、前記ドアリーフ(10)側縁部に対して垂直にかつ前記ドアリーフ平面内を延びる２つ乃
至３つ以上の安定化機構(40)によって安定化されており、前記ドアリーフ(10)は前記安定
化機構(40)によって前記ヒンジ装置(20、30)と結合され、
　前記少なくとも１つの安定化機構(40)は、前記ヒンジ軸に平行に延在し、対向した前記
ドアリーフ(10)側縁部に設けられた少なくとも１つのヒンジ装置に前記ヒンジ軸に沿って
接続されたロールアップドアにおいて、
　２つの安定化機構(40)の間に位置するヒンジ装置のヒンジ軸は前記ドアリーフ(10)には
接続されていない、ロールアップドア。
【請求項２】
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　前記ドアリーフ(10)は、透明な可撓性材料から成る少なくとも１つのセグメント(12)を
有し、前記セグメントは、前記ドアリーフ(10)の前記側縁部に対して略垂直に延びかつ丸
頭部(14)を備えたプレート縁部を備えており、少なくとも１つの前記安定化機構(40)は、
前記丸頭部をセグメント縁部で受容する少なくとも１つの受容領域(42、44)を備えた安定
化形材を有することを特徴とする請求項１に記載のロールアップドア。
【請求項３】
　少なくとも１つの前記セグメント縁部が１つの前記安定化機構に接合又は取り付けられ
ていることを特徴とする請求項２に記載のロールアップドア。
【請求項４】
　前記ドアリーフ(10)はドアリーフ運動方向で前後に配置される可撓性材料から成る少な
くとも２つのセグメント(12)を有し、前記セグメントの間に配置される前記安定化形材は
相向き合うプレート縁部に設けられる丸頭部(14)を受容する２つの受容領域(42、44)を備
えていることを特徴とする請求項２に記載のロールアップドア。
【請求項５】
　前記ドアリーフ側縁部に対して略平行に延在して前記ドアリーフに固着される少なくと
も１つの安定化帯材を設けている、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のロールアップ
ドア。
【請求項６】
　ドアリーフ運動を案内しかつ前記ドアリーフ(10)の開扉位置を決定する少なくとも１つ
の長円螺旋状の案内軌道(100)を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のロー
ルアップドア。
【請求項７】
　少なくとも１つのヒンジ部材(26、36)は、前記ドアリーフから離れた方の側に、ドアリ
ーフ運動を案内するために前記案内軌道(100)と協働する案内装置を有し、前記案内装置
は主に、前記ヒンジ軸に対して平行に延びるローラ軸に関して回転可能に支承される少な
くとも１つの案内ローラ(22、32)を含み、前記案内ローラは少なくとも前記ドアリーフ(1
0)の開扉位置のとき案内軌道(100)内で受容されていることを特徴とする請求項６に記載
のロールアップドア。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開扉位置と閉扉位置との間を運動可能で、前記開扉位置のとき壁開口部を少
なくとも部分的に開放しかつ前記壁開口部の上部に多層巻取体を形成し、また前記閉扉位
置のとき前記壁開口部を少なくとも部分的に閉鎖するドアリーフと、閉扉位置のとき少な
くとも一部で重力方向に延びるドアリーフ側縁部の領域内に配置され、かつドアリーフに
固着されてドアリーフ運動を案内するヒンジ装置とを有し、ヒンジ装置のそれぞれが、側
縁部に対して垂直にかつドアリーフ平面に対して略平行に延びるヒンジ軸に関して互いに
ヒンジ結合される多数のヒンジ部材を有するロールアップドアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　このようなロールアップドアが例えばドイツ公開公報10 2009 017 767号に述べられて
いる。それらはなかんずくいわゆる高速ドアとして工場建屋を閉鎖するのに利用される。
その際肝要なのは一方でドアリーフ運動が確実に案内されることである。他方で重要なの
は、開扉位置のときドアリーフを収容するのに利用できる空間がしばしばごく僅かにすぎ
ないことである。これらの要求に鑑み、上記公報で既に提案されるロールアップドアでは
、少なくとも１つのヒンジ装置が少なくとも１つのヒンジ板を有し、このヒンジ板は、例
えばサンドイッチ要素として実施される剛性ドアリーフ要素の、ヒンジ軸に対して略垂直
に延びる端面に被せてこれに固着されている。これにより、構造体全体の厚さがヒンジ装
置によって増大するのを避け、開扉位置におけるロールアップドア用所要スペースを減ら
すことができる。しかしながら、当該ドアはいまなおかなりの所要スペースを必要とし、
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ドアリーフ運動速度が限定されていることが判明した。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来技術におけるこれらの問題に鑑み、本発明の課題は、開扉位置のとき僅かな所要ス
ペースで支承でき、高い開扉速度もしくは閉扉速度とドアリーフ運動の確実な案内の確保
とを同時に可能とするロールアップドアを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明によればこの課題は、ドアリーフが少なくとも一部で例えばプラスチックフィル
ムもしくはプラスチックウエブ等の可撓性材料で形成され、この材料が、ドアリーフ側縁
部に対して垂直にかつドアリーフ平面に対して平行に延びる巻取軸に巻取り可能であり、
この材料が、側縁部に対して垂直にかつ概ねドアリーフ平面上を延びる２つ乃至３つ以上
の安定化機構によって安定化されており、ドアリーフが安定化機構を介してのみヒンジ装
置と結合されていることを実質的に特徴とする公知ドアの１構成によって解決される。
【０００５】
　ドアリーフの少なくとも一部を可撓性材料で実施すると、開扉位置のとき材料そのもの
が被生成巻取体に適合し、こうして開扉位置のとき螺旋直径を僅かなものにできるので、
所要スペースは減らすことができる。同時に、ドアリーフの安定化機構によって頑丈なド
アリーフが実現される。ドアリーフの案内はヒンジ装置の、安定化機構に連結されたヒン
ジ部材を利用して行われ、これによりドアリーフ運動時に発生する引張力もしくは押動力
はヒンジ装置を介して伝達することができる。ドアリーフは相応に軽量に実施しておくこ
とができる。ドアリーフの安定化機構がヒンジ装置のヒンジ部材に確実に連結されている
ように留意しなければならないだけである。
【０００６】
　本発明に係るドアを製造する可撓性材料として市販の主に透明なPVCおよび／またはポ
リカーボネートを利用することができる。プラスチックウエブの厚さは諸要求に応じて選
択される。いずれにしてもプラスチックフィルムもしくはプラスチックウエブの態様の可
撓性材料を利用することによって、開扉位置のとき僅かな巻取体半径において螺旋形状へ
のドアリーフ形状の適合を確保することができる。
【０００７】
　特にポリカーボネートは本発明に係るドアで利用するのに優れた特性を有する材料であ
ることが判明した。この材料は、幅が大きい場合でも巻取体の輪郭に追従するため、十分
な曲げ剛性において高い柔軟性を有する。それに加えてこの素材は例えば高い衝撃強さ等
の肯定的特性を有する。
【０００８】
　つまり本発明に係るロールアップドアによって、剛性スラットと側部ヒンジ装置とを有
するロールアップドア構造の長所がフィルムドアの諸利点と組み合わせられ、こうして提
供される高速ドアはヒンジ装置による確実な案内とヒンジ装置を介して押動力もしくは引
張力を伝達することによるドアリーフの負担軽減とを同時にもたらしてドアリーフの可撓
性構造による高い開扉・閉扉速度を可能とする。その際、風圧を受けて外向きに湾曲する
のを避けるためにもともと設けられている安定化機構を利用できるので、ドアリーフのヒ
ンジ装置への結着は特別安定的に実現することができる。安定化機構はヒンジ装置ととも
にいわば可撓性ドアリーフ用の曲げ剛性骨組を形成する。
【０００９】
　本発明の好ましい１実施形態においてドアリーフは主に透明な可撓性材料もしくはフレ
キシブル材料から成る（以下で「プレート」とも称する）セグメントを有し、このセグメ
ントはドアリーフの側縁部に対して略垂直に延びるセグメント縁部もしくはプレート縁部
を備えており、セグメント縁部もしくはプレート縁部は丸頭部を備えており、少なくとも
１つの安定化機構は丸頭部をセグメント縁部もしくはプレート縁部で受容する少なくとも
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１つの受容領域を備えた安定化形材を有する。この安定化形材は主にドアリーフ全幅にわ
たって、ドアリーフ側縁部に対して垂直に延びる方向で延在し、受容領域も望ましくはド
アリーフ全幅にわたって延在する。付加的にまたは補足的に、少なくとも１つのセグメン
ト縁部は丸頭部なしに実施し、素材接合式および／または力接合式に、例えば締付ストリ
ップ等を介して、安定化機構で保持しておくことができる。
【００１０】
　本発明のすべての実施形態においてセグメントもしくはプレートはドアリーフ運動方向
で、もしくはドアリーフ側縁部に対して平行な方向で、２つ乃至３つ以上のヒンジ部材に
わたって延在できる。その場合、安定化機構の間に配置されるヒンジ部材は安定化機構に
直接結合されるヒンジ部材を介して間接的にドアリーフと結合されているだけである。
【００１１】
　安定化形材は例えばプラスチック押出し形材として実施しておくことができる。しかし
ながら本発明の特別好ましい１実施形態において安定化形材はアルミニウム押出し形材と
して実施されている。このようなアルミニウム押出し形材は高い強度と軽量さとを兼ね備
えている。
【００１２】
　セグメント縁部もしくはプレート縁部の丸頭部は、安定化形材の当該受容領域内で形状
接合式に受容される玉縁を貼り付けもしくは溶着することによって実現しておくことがで
きる。しかしそれと並んで、可撓性セグメントもしくはフレキシブルセグメントを組込状
態で容易に交換できるようにするために別の結合手段、例えば締付ストリップ、を介した
結合も考えられる。
【００１３】
　本発明に係るロールアップドアにおいてドアリーフは、対風補強材としても役立つ安定
化形材を介してのみヒンジ装置に結着されており、このヒンジ装置は例えば帯状継手とし
て実現しておくことができる。個々のプレートもしくはドアリーフセグメントの側縁部は
２つ乃至３つ以上のヒンジ部材にわたって延在することができ、個々のヒンジ部材は安定
化形材に直接結合されたヒンジ部材を介して間接的にドアリーフセグメントもしくはプレ
ートと結合されているだけである。
【００１４】
　本発明の枠内で特別望ましいと判明したのは、安定化機構に脱離可能に固定可能かつ主
に少なくとも部分的に安定化機構内に受容されおよび／または安定化機構を限定する締付
部材でもって少なくとも１つのセグメント縁部が安定化機構に取り付けられている場合で
ある。本発明のこの実施形態において個々のプレートもしくはドアリーフセグメントは、
締付部材を安定化機構から外し、次に当該セグメント縁部を安定化機構から取り去ること
によって、特別簡単に交換することができる。１セグメントの両方のセグメント縁部が当
該締付部材でもって安定化機構に取り付けてあるとき、当該セグメントは、ヒンジ装置と
安定化機構とから成る基本架枠の安定性を損なうことなくドアリーフから完全に取り去る
ことができる。
【００１５】
　本発明の特別好ましい１実施形態においてセグメント縁部は、脱離可能に安定化機構に
固定可能な締付部材と密封ストリップとの間に配置され、こうして安定化機構とドアリー
フセグメントとの間で密封移行部を確保している。
【００１６】
　その間にあるヒンジ装置もしくは帯状継手のヒンジ点は可撓性材料と結合されていない
。帯状継手もしくはヒンジ装置は開扉・閉扉運動の過程で押動力、引張力を引き受ける。
帯状継手への安定化形材もしくは対風補強材の結着はヒンジ点のパターンで任意に行うこ
とができる。こうしてさまざまなプレート高さを実現することができる。ドア幅が狭い場
合安定化形材もしくは対風補強材の数は少なく選択し、すなわちセクション高さは特別大
きくすることができ、幅広ドアは安定化のためセクション高さを小さくして多くの安定化
形材もしくは対風補強材を装備しておくことができる。
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【００１７】
　構造に関して、ドアリーフがドアリーフ運動方向で前後に配置される可撓性材料から成
る少なくとも２つのプレートを有し、プレートの間に配置される安定化形材が、相向き合
うプレート縁部に設けられる丸頭部を受容する２つの受容領域を備えていると、構造上望
ましいことが判明した。つまり安定化形材でもって、可撓性材料から成る相連続するプレ
ート間の結合がもたらされる。
【００１８】
　さきに既に述べたように、安定したドアリーフ構造を得る点に関して、少なくとも１つ
の安定化機構がヒンジ軸に対して略平行にドアリーフ全幅にわたって延在していると望ま
しいことが判明した。ヒンジ装置の運動性を損なうことなく安定化機構の円滑な結着が達
成されるのは、安定化機構がヒンジ軸に沿って少なくとも１つのヒンジ装置、主に相反す
るドアリーフ側縁部に設けられる２つのヒンジ装置、と結合されているときである。
【００１９】
　特にドアリーフの高さが特別高くおよび／または幅広の場合、希望する安定化に鑑み、
ドアリーフ側縁部に対して略平行に延在してドアリーフに固着される少なくとも１つの補
強帯材が設けられていると望ましいことが判明した。プレートの材料自体が十分な曲げ剛
性をもたらさない場合でも、ドアリーフのプレートにも貼り付けおよび／または溶着する
ことのできる適宜な補強帯材を利用して十分な総安定性は達成することができる。
【００２０】
　ドイツ公開公報10 2009 017 767号に述べられたロールアップドアの場合と同様に、可
撓性ドアリーフを備えた本発明に係るロールアップドアに、ドアリーフ運動を案内しかつ
ドアリーフの開扉位置を決定する少なくとも１つの螺旋状案内軌道を付設しておくことが
でき、少なくとも１つのヒンジ部材は、ドアリーフから離れた方の側に、ドアリーフ運動
を案内するために案内軌道と協働する案内装置を有することができ、この案内装置は主に
、ヒンジ軸に対して平行に延びるローラ軸に関して回転可能に支承される少なくとも１つ
の案内ローラを有し、この案内ローラは主に少なくともドアリーフ開扉位置のとき案内軌
道内で受容されている。
【００２１】
　少なくとも部分的に例えばプラスチックフィルム等の可撓性材料で形成されるドアリー
フとドアリーフ運動を案内する長円螺旋状の案内軌道とを有する公知のロールアップドア
の動作時、ドアリーフ速度が高いとき案内軌道およびドアリーフの磨耗が高まることのあ
ることが判明した。上で述べた本発明の諸観点と合わせて特別な利点をもって利用するこ
とのできる本発明の他の１観点によれば、この問題は、開扉位置と閉扉位置との間を運動
可能で、開扉位置のとき壁開口部を少なくとも部分的に開放しかつ壁開口部の上部に多層
巻取体を形成し、また閉扉位置のとき壁開口部を少なくとも部分的に閉鎖するドアリーフ
を有し、このドアリーフが少なくとも一部で例えばプラスチックフィルム等の可撓性材料
で形成されているドア、特にロールアップドアにおいて、ドアリーフの開扉運動時に先導
する縁部が、可撓性材料から成るセグメントの閉扉位置で上側となる縁部に相対回転不能
に結合された先導する安定化機構によって形成されており、この安定化機構が相対回転不
能に案内装置と結合されていることを特徴とするドアによって解決される。
【００２２】
　この解決策は以下の認識に由来する：すなわち、従来のドアの動作時にドア走行速度が
高いときに観察される高い磨耗は、可撓性材料から成るドアリーフ上縁部が螺旋状案内軌
道に走り込むときドアリーフ平面からそらされ、まずドアリーフが内向きに湾曲し、この
湾曲が開扉過程のさらなる推移時に突然外向き湾曲へと移行し、この外向き湾曲が開扉位
置において維持されることによって実質的にひきおこされる。開扉運動の過程で内向き湾
曲から外向き湾曲への突然の変化は一方でドアリーフ自体の負荷を高め、他方で案内軌道
の半径方向負荷を高める。観察された高い磨耗はこれによってひきおこされる。
【００２３】
　一方で可撓性材料から成るドアリーフセグメントの上縁部が、ドアリーフの開扉運動時
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に先導する縁部を形成する安定化機構に相対回転不能に結着され、他方で安定化機構が、
案内軌道と協働しかつその推移に追従する案内装置に相対回転不能に結着されることで、
可撓性材料から成るドアリーフセグメントの上縁部は案内装置が螺旋状案内軌道に走り込
むと強制的に外方にそらされることになり、これによりドアリーフセグメントに外向き湾
曲が強制的に付与される。開扉運動の過程で上側セグメントのこの外向き湾曲は、後続の
安定化機構が個々のドアリーフセグメントの間で、案内軌道によって案内される案内ロー
ラと回動可能に結合されているとき、ドアリーフの後続セグメントに伝わる。ローラ軸は
、上で既に言及したように、関節式に互いに結合されたヒンジ部材のヒンジ軸に対して平
行に、特にこれと同軸で、延びることができる。こうして、開扉運動の過程でドアリーフ
の定義された湾曲は全体として確保することができる。これによりドアリーフおよび案内
軌道の過剰な負担を回避し、磨耗の高まりを防止することができる。
【００２４】
　先導する安定化機構と相対回転不能に結合された案内装置は、ドアリーフ運動方向で前
後に配置される2つ乃至３つ以上の案内ピンまたは案内ローラを有することができ、これ
らの案内ローラは先導する安定化機構と相対回転不能に結合された共通する支持体に取り
付けられている。ドアリーフ運動方向で前後して共通支持体に取り付けられかつ案内レー
ルと協働する２つ乃至３つ以上の案内ピンまたは案内ローラを利用することによって、案
内装置の整列が案内軌道の湾曲推移に全体として概ね追従することが達成される。その際
、支持体は主に開扉運動時に先導するヒンジ部材に取り付けられており、ヒンジ部材への
支持体の取付も相対回転不能に行うことができる。ドアリーフ運動方向で前後に配置され
る２つ乃至３つ以上の案内ローラを案内装置が有するとき、各案内ローラは、ヒンジ軸に
対して平行に延びるローラ軸に関して、先導する安定化機構と相対回転不能に結合された
共通の支持体に回動可能に結合しておくことができる。
【００２５】
　従来の螺旋案内軌道の他に、長円螺旋体等の選択的案内軌道も、構造物での所要スペー
スに応じて水平転向を、あるいは垂直案内も、実現することができる。
【００２６】
　本発明のすべての実施形態において好ましいと判明したのは、閉扉位置のときドアリー
フの境界面に当接可能な密封手段が少なくとも１つのヒンジ部材に付設されているときで
ある。これに関連して特別好ましいと判明したのは、ヒンジ部材に付設された個々の密封
手段が閉扉位置のときシール連鎖体の方式の連続的密封ストリップを形成し、閉扉状態の
ときドアリーフの個々のセグメントもしくはプレートが、あるいはドアリーフの側縁部も
、この密封ストリップに当接できるときである。
【００２７】
　ドアリーフで閉鎖されるべき空間とは反対側のドアリーフ外側境界面に密封手段が当接
するような実施形態も本発明の枠内で想定されている。しかしながら、外側境界面とは反
対側の、ドアリーフで閉鎖されるべき空間に近い方のドアリーフ内側境界面に密封手段が
当接するとき、特別確実な密封を達成できることが判明した。本発明のこの観点はやはり
、螺旋状案内軌道に走り込むときのドアリーフ運動の運動学の精確な研究に由来する。こ
の運動段階のときドアリーフは外方に押しやられ、こうしてこれに外側で当接する密封手
段に突接することがある。そのことからやはりドアリーフ自体および密封手段の磨耗の高
まりを生じることがある。しかしながらドアリーフの内側境界面に密封手段が当接すると
、この磨耗原因が取り除かれ、こうして全体として密封向上が達成される。
【００２８】
　上で既に言及したように、ヒンジ部材に付設された密封手段が閉扉位置においてシール
連鎖体の方式の連続的密封ストリップを形成すると望ましいことが判明した。これに関連
して、２つ乃至３つ以上のヒンジ部材にわたって延在する少なくとも１つの密封要素を密
封手段が有し、相応する数のヒンジ部材にわたって隙間のない密封が行われるような実施
形態も想定されている。その際、この密封要素のヒンジ部材への結着はヒンジ部材に取り
付けられる独自の固着要素を介して行うことができる。選択的にまたは付加的に、シール
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受容部は個々のヒンジ部材に一体化することもできる。その際、場合によっては密封要素
を一体化して、プラスチックと金属とから成る複合材料を利用してヒンジ部材を製造する
ことができる。
【００２９】
　本発明に係るドアのドアリーフは特別高いドアリーフ速度で開扉位置へと動くことがで
きる。しかしながらその際、開扉位置に到達してドアリーフが相応に減速されたとき開扉
運動時に追走するドアリーフ縁部の領域でドアリーフの反りが生じないように配慮しなけ
ればならない。これに関連して本発明の枠内で特別望ましいと判明したのは、開扉運動の
過程で開扉運動時に追走するドアリーフ縁部に連結可能な付勢機構が設けられ、この付勢
機構が開扉運動を減速させ、かつドアリーフを開扉位置から閉扉位置へと押しやる付勢力
を提供するときである。追走するドアリーフ縁部に付勢機構を連結することによって、開
扉運動時に追走する縁部を有するドアリーフの閉扉位置で下側となる領域が開扉位置到達
時に付勢機構によって希望どおり付勢されることが確保される。こうして開扉運動時に追
走する縁部の領域でドアリーフが反ることは防止することができる。同時に、開扉運動時
に追走するドアリーフ縁部に場合によっては間接的に連結される付勢機構でもってドアリ
ーフが閉扉位置へと付勢されるので、閉扉運動を開始するうえで有利な静摩擦トルクは付
勢機構によって提供することができる。
【００３０】
　本発明の枠内で特別有利であると判明したのは、付勢機構が、略重力方向に延在して例
えば伸縮索、つまり少なくとも部分的にエラストマー材料から実施される索、として実施
される引張ばねを有し、この引張ぱねの上端が開扉運動の過程で、開扉運動時に追走する
ドアリーフ縁部の領域に取り付けられる連行子によって把持されかつ一緒に案内されると
きである。付加的にまたは選択的に引張ばねの利用も考えられる。
【００３１】
本発明のすべての実施形態において運動学的理由から好ましいと判明したのは、閉扉位置
のとき側縁部に対して平行に延びる方向において少なくとも１つのヒンジ部材の長さが20
ｍｍを超え、主に30ｍｍを超え、および／または400ｍｍ未満であるときである。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
　以下、図面を参考に本発明を説明する。発明上重要ではあるが明細書で詳しく強調して
いないすべての細部に関して図面を参照するように明確に指示する。
【図１】本発明に係るロールアップドアの閉扉位置における図である。
【図２】本発明に係るロールアップドアの閉扉位置から開扉位置に移行するときの部分断
面側面図である。
【図３】本発明に係るロールアップドアのドアリーフの詳細図である。
【図４】図１によるロールアップドアの詳細図である。
【図５】本発明に係るドアの安定化機構の１実施形態を示す。
【図６】本発明に係るドアの安定化機構の他の実施形態を示す。
【図７】本発明に係るドアのヒンジ装置のヒンジ部材の詳細図である。
【図８】本発明に係るドアの密封手段を備えたヒンジ部材の図である。
【図９】本発明に係るドアの安定化機構を本発明に係るドアのヒンジ装置に結着する図で
ある。
【図１０】本発明に係るドアの案内装置の詳細図である。
【図１１】本発明に係るドアの密封手段の詳細図である。
【図１２】本発明に係るドアの付勢機構の詳細図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１に示すロールアップドアは全体に符号10としたドアリーフを含み、このドアリーフ
は可撓性透明材料から成るプレート12で形成されており、これらのプレートは安定化形材
40を介して互いに結合されている。ドアリーフ10の側縁部に帯状継手20、30の態様のヒン



(8) JP 6946471 B2 2021.10.6

10

20

30

40

50

ジ装置が配置され、安定化形材40を介してドアリーフ10と結合されている。帯状継手は個
別継手部材間のヒンジの、ドアリーフ10から離れた方の側に、案内ローラ22もしくは32を
有し、これらの案内ローラでもってドアリーフ運動は好適な案内レールを用いて案内する
ことができる。
【００３４】
　図１によれば押動‐引張複合体を形成する帯状継手20もしくは30が継手部材26もしくは
36で形成されており、これらの継手部材は一方の末端にフォーク状受容部または匹敵する
実施を有し、隣接継手部材のスタッドがこの受容部内に係合する。フォークとスタッドが
共通の継手ピンを挿通させ、こうして連続的継手部材間にヒンジ結合をもたらす。案内ロ
ーラ22もしくは32のローラ軸はヒンジ軸に対して平行に延び、主にこれと同一直線上を延
びている。同様に、アルミニウム押出し形材として実施される安定化形材40はヒンジ軸も
しくはローラ軸に対して平行に延びている。ヒンジ装置20もしくは30への安定化形材40の
結着は帯状継手の回転点で行うことができる。
【００３５】
　図２によれば本発明に係るロールアップドアが螺旋状案内軌道100を有し、帯状継手20
もしくは30に取り付けられる案内ローラ22もしくは32は開扉位置到達時にこの案内軌道に
走り込む。図２では継手部材26もしくは36が螺旋状案内軌道の領域で図示省略され、こう
してドアリーフ自体の図示改善が達成できるようにされている。認めることができるよう
に、可撓性材料から成るプレート12は希望する螺旋形状に容易に適合する。このために、
プレート12自体が帯状継手に接続されている必要もない。むしろ、個々のプレート間の安
定化形材40が帯状継手20もしくは30の態様のヒンジ装置に結着されているだけで十分であ
る。さらに、可撓性材料から成る個々のプレートがドアリーフのかなりの高さにわたって
延在できることが認められる。これは、従来のスラットドアと比較して、螺旋直径の最小
化を可能とする特別な利点である。
【００３６】
　図３によればプレート12は、側縁部に対して垂直に延びるプレート縁部に玉縁14を溶着
して形成される丸頭部を有し、これらの丸頭部は安定化形材の受容領域42もしくは44内で
受容されている。受容領域42、44の幅は受容領域42、44から出発して半径方向で先細とな
っており、受容領域はそれらの出口領域で、玉縁を貼り付けたプレート12の挿通のみを可
能とし、丸頭部もしくは玉縁14の挿通を可能とするのではない。これにより、安定化形材
40を介した個々のプレートの確実な結合が達成される。しかしながらこの結合を介して引
張力もしくは押動力を伝達する必要はない。引張力もしくは押動力は帯状継手20もしくは
30を介して伝達される。
【００３７】
　図４によれば安定化要素40を介した帯状継手20もしくは30の結着は、案内ローラ22もし
くは32のローラ軸と同一直線上を延びるボルトを頼りに行われ、このボルトは止めナット
50で固定されている。ボルトは安定化形材40の相応する凹部52（図３参照）内に係合する
。図４に認められるように、連続する継手部材26間のヒンジ結合のヒンジ軸、ローラ軸、
ボルト軸、そして安定化形材40の軸は概ね同一直線上を延びている。
【００３８】
　図５に示す本発明の実施形態は、締付部材150（図5b参照）と密封ストリップ160（図5c
参照）とを受容すべく設計された２つの受容領域142、144を安定化形材140が有すること
によって、図３を基に述べた実施形態と実質的に相違している。組立状態のとき締付部材
と密封ストリップは受容領域142、144内で受容されており、セグメント縁部もしくはプレ
ート縁部は締付部材150と密封ストリップ160との間に配置されている（図5d参照）。
【００３９】
　図６に示す本発明の実施形態は、締付部材250が安定化機構240の境界となっていること
によって、図５を基に述べた実施形態と実質的に相違している。このため締付部材250は
図６に示すように安定化形材240に挟み込まれる。本発明のこの実施形態でもプレート212
の縁部は組立状態のとき締付部材250と密封ストリップ260との間に配置されており、固着
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突部を有する密封ストリップ260は安定化形材の当該受容部内で受容されている。
【００４０】
　図7aはアルミニウム押出し要素として実施されるヒンジ部材126を示しており、滑り軸
受を介したヒンジ装置へのローラ122の結着が示してある。
　図7bはプラスチック射出成形外皮と鋼板コアとを備えてプラスチック射出成形品-混成
体として実施されるヒンジ部材を示す。
【００４１】
　図８に示す本発明の実施形態ではヒンジ部材360に密封手段370が装着されている。この
密封手段370が密封ストリップ380を有し、この密封ストリップ380が多数のヒンジ部材360
にわたって延在するので、密封ストリップは閉扉状態のとき連続的シールを形成する。閉
扉状態のときドアリーフの個々のセグメントもしくはプレートの外側境界面がこの密封ス
トリップに当接可能である。
【００４２】
　図９にはヒンジ軸と同一直線上を延びるボルトピンによるヒンジ装置への安定化形材24
0の結着が示してあり、ヒンジ装置の片側に安定化形材が配置され、ヒンジ装置の反対側
に案内ローラが配置されている。
【００４３】
　図10に示す本発明の実施形態では、開扉運動時に先導するドアリーフ縁部が、全体に符
号60とした案内装置と相対回転不能に結合された安定化機構40によって形成されている。
案内装置は、概ねU形の保持器62を含む。U形保持器62の外側脚はピン64と係止ねじ66とを
介して安定化機構40に固着されている。ピン64とねじ66は矢印Pで示唆したドアリーフ運
動方向で相互に離間している。こうして安定化機構40への保持器62の相対回転不能な結着
が実現される。ドアリーフ運動方向Pで前後に配置される２つの案内ローラ22が保持器62
に取り付けられており、各案内ローラはヒンジ部材もしくは継手部材26のヒンジ軸に対し
て平行に延びるローラ軸に関して回動可能に保持器62に固着されている。ちなみに保持器
62は開扉運動時に先導する継手部材もしくはヒンジ部材26と相対回転不能に結合されてい
る。
【００４４】
　図10bには案内装置60を装備したドアリーフが螺旋状案内軌道に走り込むときが示して
ある。保持器62に回動可能に配置される案内ローラ22の強制案内によって、案内装置60と
相対回転不能に結合される安定化機構40と、これと相対回転不能に結合されて開扉運動時
に先導するプレート12の縁部は案内軌道に相応して一緒に案内もしくは整列され、こうし
てプレート12は強制的に外向きに湾曲する。この湾曲はドアリーフの後続プレートに伝わ
る。なぜならば、個々のプレート12の間に設けられる安定化機構40はヒンジ部材のヒンジ
軸と同一直線上を延びるローラ軸に関して回動可能に案内ローラ22と結合されているから
である。案内装置60とこれに取り付けられた案内ローラ22とこれと相対回転不能に結合さ
れた安定化機構40と開扉運動時に先導するセグメントもしくは開扉運動時に先導するプレ
ート12の安定化機構40と相対回転不能に結合された上縁部とのこのような強制案内によっ
て、プレート12および後続プレート12が内向き湾曲と外向き湾曲との間で未制御に反転す
ることは避けられ、それとともに本発明に係るドアの磨耗強度が高まる。
【００４５】
　ちなみに図10に示す本発明の実施形態は、個々のヒンジ部材が一方の側に２つのフォー
ク状受容部を有し、他方の側には隣接ヒンジ部材のフォーク状受容部内に係合するスタッ
ドを有することによって、本発明の図１乃至図４に示す実施形態と相違している。これに
よりヒンジ装置の捩じり剛性が改善される。
【００４６】
　図11に示す本発明の実施形態では、ドアリーフで閉鎖されるべき空間に向き合うプレー
ト12の内面に閉扉位置のとき当接する密封手段470が示してある。密封手段470は２つ乃至
３つ以上のヒンジ部材26に被さるU形密封形材を含み、この密封形材から出発して密封リ
ップ472がプレート12の内側境界面の方向に延在している。
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【００４７】
　密封リップ472はプレート12の内側境界面に向き合う縁部に中空室シール474を装備して
おり、これにより特別確実な密封作用を達成することができる。図11に示す密封手段の密
封形材476は連続する安定化機構240の間に延在する２つ乃至３つ以上の継手部材にわたっ
て延在する。全体として密封手段470はドアリーフ閉扉位置のとき概ね重力方向に延在す
る。
【００４８】
　図12には本発明に係るドアの２つの側部フレーム形材600の一方が上から見た斜視図で
示してある。側部フレーム形材600は重力方向に延びる通路610を有し、この通路内に受容
された引張ばね500は図12Aにその上端のみ認めることができる。引張ばね500の上端にむ
きだしの片持ち材520が取り付けてあり、開扉運動時に追走する下側ヒンジ部材26に取り
付けられた（図示しない）ドライバが開扉運動の過程でこの片持ち材に当接する。この連
行子によって片持ち材520は、したがって引張ばね500の上端も、開扉運動の過程で上方に
連行され、こうして引張ばね500は締め付けることができる。これにより一方でドアリー
フの開扉運動が減速され、他方でドアリーフの開扉位置のとき閉扉運動の開始を促進する
静摩擦トルクが提供される。
【００４９】
　本発明は、図面を基に説明した実施形態に限定されていない。むしろ、ドアリーフの側
縁部に対して平行に付加的安定化帯材を設け、こうして風圧に関して付加的安定化を達成
することも考えられる。上記実施例において帯状継手の態様で実施される押動‐引張複合
体も、別の態様に実施しておくことができる。安定化要素と押動‐引張複合体との結合は
剛性結合を回避してヒンジ式に実施しておくこともできる。これにより、巻き取られたセ
グメントから押動‐引張複合体へと捩じり力が伝わるのを避ける助けとなる浮動支承が創
成される。
【符号の説明】
【００５０】
P　ドアリーフ運動方向
20/30　帯状継手
22/32　案内ローラ
26/36　継手部材
42/44　受容領域
10　ドアリーフ
12　プレート
14　玉縁
40　安定化形材
50　止めナット
52　凹部
60　案内装置
62　保持器
64　ピン
66　係止ねじ
100　案内軌道
122　ローラ
126　ヒンジ部材
140　安定化形材
142　受容領域
144　受容領域
150　締付部材
160　密封ストリップ
212　プレート
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240　安定化機構
250　締付部材
260　密封ストリップ
360　ヒンジ部材
370　密封手段
380　密封ストリップ
470　密封手段
472　密封リップ
474　中空室シール
476　密封形材
500　引張ばね
520　片持ち材
600　側部フレーム形材
610　通路
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